
山 行 報 告 書

日時 2016年 1月 9日(土）～11日（月） 天候

山名 島根　三瓶山　（第７回登山学校）

ＣＬ 参加者

（コース）

（コメント）

（交通費）高速代\10,240、ｶﾞｿﾘﾝ代\9,783、ﾚﾝﾀｶｰ代\38,880　

（食糧費）\4,873　

Ｍ井

費用概算

（総勢　５名）

曇

Ｙ永、Ｈ田、Ｙ田、Ｔ藤

第７回登山学校として島根の三瓶山で初級の雪山縦走実施。 

とは書いて見たものの雪はあまり無。当初計画時は男三瓶山の雪原で視界が悪い場合

等少しは危惧していたが、単なるスノーハイキングに終わってしまった。 

 

1/9 福岡を出発し、途中三次で買出しをするがスーパを探すのに手間取ってしまった。 

松江道の吉田掛合ＩＣより三瓶山へ向かうが、途中の道には雪は全然無。 

予定より１時間遅れで西の原へ到着し、駐車場にテント設営。 

 

1/10 外が明るくなるのを待ってテントを撤収し、予定より1.5時間遅れで出発。 

雪がほとんど無い状態の草原を男三瓶へ向かう。今回も受講生に先頭を歩いてもらうが

駐車場より道路を渡っての登山口が判らず北の原方向へ歩きだす。トレースがはっきり

していない状態での全体的に見て判断する能力が足りない様だ。頂上近くになると北西

方向よりの風が強くなる。頂上付近は大山の弥山と同じ様になだらかになっているが、

ブッシュが出ていて雪原になっていないので道がはっきりわかる。大山方向は雲がか

かっていて、大山は確認出来ず。 

避難小屋で休息後、女三瓶へ下る。10名程度の先行パーティーを確認するが、女三瓶で

会ったら大川山人会だった。 

女三瓶より孫三瓶、子三瓶へと登り扇谷を下るが、雪がほとんど無いので石がゴロゴロ

していて歩きづらい。 

雪があまり無い状態だったので、予定より大幅に短縮した６時間あまりで西の原へ着い

てしまった。朝は少し有った雪もほとんど無くなっていた。 

今回はあまりにも雪が少ないので雪山の訓練にはならず。正月に八ヶ岳より見た富士山

も冬のいつもの景色とはほど遠い状態だったし、いかに今年が暖冬であるか実感した。 

                                                                                                                                 （記：Ｍ井） 

1/9   福岡0900 ～ 九州道・中国道・松江道 ～ 三瓶山西の原  1600 

1/1 0  西の原0730～男三瓶山1000～女三瓶山1100～孫三瓶山1200～ 

    子三瓶山1250～扇谷分岐～西の原1350・・・・国民宿舎 

1/11 国民宿舎0900 ～ 福岡1500 


